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V844 Herの 2006年の superoutburstと長期にわたる測光観測
V844 Herは軌道周期 79分の SU UMa型矮新星であることが知られていたが、近年まで
詳細な観測を行うことができなかった。ところが、2006年 4月に 12.4等まで増光している
ことが VSNETへ報告され、VSNETと鹿児島大学で可視測光観測を行った。その結果、平
均周期 0.055883日の superhumpが検出され、2006年 4月の増光が superoutburstであるこ
とを確認した。また、plateau期間は 2週間以上継続し、その間の減光率は、0.14mag/day
であった。これらの値はいずれも SU UMa型矮新星として平均的な値である。
一方で superoutburst中の superhump周期変動を調べたところ、P˙/P = 11×10−5と
なり、superhump周期は時間と共に増加することが分かった。これは superhump周期が
増加を示す SU UMa型矮新星としては最も短い。更に過去 10年の観測を吟味した結果、
V844 Herの supercycle(superoutburstの recurrence time)が 300日程度であるにも関わ
らず、normal outburstをほとんど起こしていないことが分かった。通常、300日程度の
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